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申請番号：  

①  試料・情報の利用目的及び利用方法（他の機関へ提供される場合はその方法を含む。） 
  ・研究課題名：  

乳癌の悪性機序解明及び乳腺腫瘍診断精度向上の試み 
Assessment of malignant potential of invasive carcinoma of the 
breast and trial to improve diagnosis of breast tumors 

  ・目的：  

1．浸潤性乳管癌 （IDC） の組織形態因子に基づく、核酸・蛋白発現解析 
我々が提唱した IDC の組織形態学的予後因子である線維化巣, 異型的な腫瘍間質線維
芽細胞, リンパ管内腫瘍性状, 静脈内腫瘍性状と腫瘍細胞の細胞形態に基づく腫瘍簇
出（浸潤様式）との相関関係を明らかとし、浸潤腫瘍細胞－腫瘍間質細胞相互作用、
浸潤腫瘍細胞－脈管内腫瘍細胞相互作用及び 3者腫瘍成分による相乗効果が IDCの悪
性度亢進にもたらす役割の解明を試みる。さらに、ビメンチン陽性 IDCの悪性度亢進
機能の解明を試みる。 
2．腋の下見張り番リンパ節（AxSLN；最初に癌細胞が転移する腋の下リンパ節）転
移に密接に関連する核酸・蛋白発現解明 
術前生検組織材料を用い、浸潤性乳癌の AxSLN転移に密接に係る因子を解明する。 
3-1．乳管内良性腫瘍・前癌病変・非浸潤癌の診断精度向上の試み 
乳管内乳頭腫、異型を示す乳頭腫、異型乳管上皮過形成/低異型度非浸潤性乳管癌を合
併する乳頭腫、並びに非浸潤性乳頭癌、4疾患を対象とし、核酸・蛋白発現解析を行い、
各疾患の診断精度向上を試みる。 
3-2．腺筋上皮細胞腫(AME)の診断精度・悪性度評価向上の試み 
良性 AME、異型を示す AME,悪性 AMEを対象とし、各々の核酸・蛋白発現解析を行
い、診断精度向上を試みる。 
3-3. 偽血管性間質過形成(PASH)微小環境の解明 
生検標本における PASHが、単独発症の PASHか、癌等の悪性腫瘍に随伴する PASH
か、PASHの微小環境を解析し、両者の鑑別を試みる。 

  ・研究期間：IRB承認日から2026年5月末日 
  ・研究対象：  

1：2007年4月1日～2015年8月17日 

2: 2021年1月1日～2021年12月31日 

3：2007年4月1日～2021年12月31日 

②  利用し、又は提供する試料・情報の項目 
試料：乳癌及び乳腺腫瘍の検体ブロック、生検・手術検体病理組織標本（HE染色標本、

免疫染色標本等） 
情報：乳癌及び乳腺腫瘍組織形態像、乳癌・乳腺腫瘍関連蛋白発現（免疫染色）及び乳

癌・乳腺腫瘍核酸発現（次世代シークエンサー） 
③ 利用する者の範囲 
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